
【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

機能面、安全面において引き続き適正な維持管理が必要である。

庁舎維持管理事業について、適切な庁舎を維持し、市民サービスが迅速に行えるよう、そのサービス向上を図
る事業であり、それを数値化するのは困難であるため。

担当課の評価

（成果の概要）

R04
（決算額）

老朽化していた放送設備及び地下女子ロッカーを更新を行った。

老朽化をしていた放送設備を新たに導入したことで臨時コンテンツの放送に対応できるようになった。また、老朽
化していた地下女子ロッカーの更新を行い執務環境の向上が図られた。

第4次総合計画
の位置づけ

111,949

施策の展開方向

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

②
施設の長寿命化・適切な維持保全の
推進

⑦健全な行財政と都市経営
に基づく市民サービス

③公共施設

NO

　　　事業費総額（千円）　 111,949 125,977

R06
(予算額）

120,481

R05
(決算見込額）

124,047

120,481125,977124,047うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

庁舎維持管理事業 資産活用課担当課名事業名

項目／年度

庁舎の適正な維持・管理を図るため

庁舎維持管理に必要な法定・その他業務を専門業者に委託する。

　（事業概要等）

備考

R05年度
実績値

R03年度
実績値



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

機能面、安全面において引き続き適正な施設整備が必要である。

庁舎施設整備事業については、老朽化した部分についての補修及び設備更新を行う事業であり、それを数値化
するのは困難であるため。

担当課の評価

未更新設備の老朽化による故障が懸念点である。

（成果の概要）

R04
（決算額）

経年劣化が著しい空調設備更新を継続して着手した。

施設の老朽化した部分の補修・交換を行った。また、エントランスの防滑塗装により安全性が向上を図った。各
課の掲示物を掲示する場所が限られていたため掲示板増設し市民サービスの向上が図られた。太陽光発電計
測装置更新を行い太陽光発電の管理ができるようになった。議長室等で多機能化を図るために机や椅子などを
購入した。

第4次総合計画
の位置づけ

26,435

施策の展開方向

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

②
施設の長寿命化・適切な維持保全の
推進

⑦健全な行財政と都市経営
に基づく市民サービス

③公共施設

NO

　　　事業費総額（千円）　 26,435 206,425

R06
(予算額）

165,317

R05
(決算見込額）

85,456

165,317206,42585,456うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

庁舎施設整備事業 資産活用課担当課名事業名

項目／年度

市民サービスが円滑に行えるよう、適正に庁舎施設整備を行う。

市庁舎の老朽化著しい設備更新、また利用者の安全及び利用環境の充実を図る。

　（事業概要等）

備考

R05年度
実績値

R03年度
実績値


